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にまでかかわり，1965 年 62 歳で急逝するまで入
所高齢者の世話をし，苦楽を共にしたのであった．







































翻刻が終わる 1957 年 3 月まで，実に 8年間にわ
たり克明に記録されている．
　このように本書は終戦後まもない時期の日誌の
翻刻であることから，読み進めるにしたがって，
占領下にあった京都の風景，そのなかで社会福祉
施設を創設し運営することの困難さ，行政や医療
をはじめとした公的機関や社会福祉系組織との連
携，地域や企業との協力体制など，社会全体が生
活の再建に向けて手さぐり状態にいた時代のさま
ざまな諸相が浮かび上がってくる．また施設が真
言宗系の仏教者らの尽力によって設立・運営され
ていることから，これまでどちらかと言えば，キ
リスト教実践の研究に押され気味であった社会福
祉の歴史に，仏教の実践を位置づける貴重な資料
になる．何よりもエゴ・ドキュメントを素材にす
る強みとして，戦後の混乱のなか，誰もが戦災
者，貧しかったこの時期に，市井に生きる人びと
の人情，ぬくもりが感じられる日常的な助け合
い，支援の数々，そして記録者八重の仏教の信仰
に支えられた，人間味あふれる実践のエピソード
に読み手は胸を打たれ，研究者は政治史や経済史
では決してわからない当時の空気や匂いを感じる
ことができる．
　本書をひとことで言い表すなら「万華鏡」，見
る人の属性や経験，問題意識によって，実にさま
ざまな風景を見せてくれる．ただ全く公開される
ことを予想しない個人の日誌であるために，その
行間を埋める知識が必要となる．その一助とし
て，本書の前半に収められた室田保夫氏，小笠原
慶彰氏，山本啓太郎氏 3人の社会事業史研究者に
よる論文，後身「健光園」の理事長でもあった小
國英夫とその関西学院時代の先輩でもある岡本民
夫同志社大学名誉教授との対談も，貴重な本書の
水先案内人となるだろう．また用語解説と巻末の
資料も，当時を理解するために有益であることも
付け加えておきたい．
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 注 
1） 本書の冒頭で小國は，「養老院」という用語につ
いて，制度上は生活保護法に基づく「保護施設」
あるいは「養老施設」だが，文中では当時，人々
が慣例的に使っていた「養老院」という用語を
使うとしている．本稿もそれにしたがった． 
